
 
水門と 

【実施期間】 

「川」･「橋」･「水門」
の 写 真 を 撮 影 し て 
カ ー ド を も ら お う ! ! 



◆カード受取方法◆ （詳細は巻末のページをご覧ください） 

 ①窓口受付 ・・・ 撮影した写真を受付窓口で提示 

 ②郵送受付 ・・・ 撮影した写真を専用用紙に印刷し、往復封筒で郵送 

◆写真撮影ルール◆ 

右サンプル写真のように 

 ・『川と橋めぐり』 
 ・『H31/●/●』(撮影日) 
 と記した紙等と一緒に撮影 
 

（撮影場所は別掲『地点紹介』を参考にして下さい） 

ⓐ[目黒川] 

ⓒ[野 川]  

ⓑ[大横川]  

 ㋐[北十間川樋門]＋[木根川橋] 
  （２枚組） 

 ㋑[新川東樋門]＋[葛西橋] 
  （２枚組） 

 ㋒[内川水門]＋[内川排水機場]＋[船堀橋] 
  （３枚組） 

★組合せの例★ 

 ・[目黒川]と[葛 西 橋] の写真を撮影した場合 ➡ ⓐと㋑の３枚組 

 ・[大横川]と[内川水門]の写真を撮影した場合 ➡ ⓑと㋒の４枚組 

 

水門と 

◆参加方法◆ 

ⓐ～ⓒの[川]、㋐～㋒の[橋・水門]についてそれぞれ１か所ずつの

写真を撮影して頂きます。（※ 橋・水門はどちらか１か所でＯＫ：例を参照） 

撮影した写真に対応するカードを組み合わせてプレゼントします。 
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ⓐ 

■等級 ：一級河川 
■水系 ：荒川水系 
■延長 ：6.5km 

 大横川は江戸時代に掘られた運河で、
江戸城に対して横に流れていたことか
ら、その名で呼ばれるようになったと
いわれている。 
 川沿いに桜並木があり、開花の時期
にはにぎわいを見せている。 

【江東三角地帯の変遷】 
 江戸時代初期の江東三角地帯は、ほと
んどが海か低湿地であったが、埋め立て
られながら町が拡大した。その過程で船
運のための内部河川が整備されていった。 

【地盤沈下】 
 工業用水として地下水をくみ上げた
ため、明治時代末から大正時代初期に
かけて地盤沈下が始まる。(昭和50年
代にはほぼ停止した。) 
 

【水辺のにぎわい】 
 戦後の復興期に小河川が埋立てら
れ、その後は公害問題などから工場
の転出が進み、住宅 
地化が進んでいった。 
 現在は、魅力的な 
水辺空間が創出され、 
多くの人々が集うに 
ぎわいをみせている。 
 
[左写真：撮影は北十間川] 
大横川の桜とツリーを撮影することもできます。 
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昭和40年代の大横川 

水色は平常時の河川水位を示す 

東京湾 
平均満潮位 

地盤高概念図 



ⓑ 

■等級 ：二級河川 
■延長 ：7.8㎞ 
 

   目黒川は、世田谷区池尻から目黒区
を流れ、品川区で東京湾にそそぐ。 
 池尻大橋から太鼓橋までの両岸には、
多くのサクラが咲くほか、お祭りやラ
イトアップなど、人が集まり、河川の
魅力が際立っている。 

【清流復活】（右写真） 
 高度下水処理水の利用で水質が良くなり、
目黒川に戻ってきた魚や野鳥にふれあうこ
とができる。船入場調節池には、水辺に近
づける広場がある。 

【水害対策と調節池】 
 目黒川と３つの支川（烏山川・北沢川・蛇崩
川）を合わせた流路延長は約30㎞、流域面積
は約46km2（三鷹市・港区・品川区・目黒
区・世田谷区・杉並区の６市区をまたぐ） 
 昭和56 年に多くの浸水被害が発生し、河川
激甚災害対策特別緊急事業を実施した。平成３
年から「ふるさとの川モデル事業」で桜並木を
復元した。 
 また、２つの調節池（船入場調節池：容量
5.5万m3、荏原調節池：容量20万m3）が水害
の軽減を担っている。 

 

水門と 

荏原調節池 取水部(上写真) 
内部（下写真） 



■等級 ：一級河川 
■水系 ：多摩川水系 
■延長  ：２０．２㎞ 

 野川の主な水源は、崖線からの清らか
な湧水である。都市河川でありながら、
カワセミやメダカなどが生息する良好な
自然環境を有している。 

 親水性の高い緩傾
斜護岸を整備し、身
近に河川に親しめる
ようになっている。 

【菜の花小路】（右写真：深大寺付近） 

 野川は遊歩道も整備され、自然を感じられる散歩
コースとして都民から愛されている。 
 春には菜の花いっぱいの高水敷を散策できる。黄色

とピンク(桜)の鮮やかな競演を味わうことが出来る。  

【野川と公園】 

 野川は国分寺市東恋ヶ窪を源とし、小
金井市、三鷹市、調布市を貫流し、狛江
市東野川で入間川を、世田谷区鎌田で仙
川を合流して、世田谷区玉川で多摩川に
合流する。都立公園の武蔵野公園・野川
公園と一体的に整備するなど、緑豊かな
自然環境をつくりだしている。 
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野川へのお出かけには下記のマップも参考にして下さい。（建設局HP内） 
http://www.kensetsu.metro.tokyo.jp/jigyo/river/kankyo/ryuiki/05/nogawa-title.html 

 ・『てくてくマップ野川』 [1,058KB] 

公園との一体整備 

http://www.kensetsu.metro.tokyo.jp/jigyo/river/kankyo/ryuiki/05/nogawa-title.html
http://www.kensetsu.metro.tokyo.jp/jigyo/river/kankyo/ryuiki/05/nogawa-title.html
http://www.kensetsu.metro.tokyo.jp/jigyo/river/kankyo/ryuiki/05/nogawa-title.html


㋐橋 

■橋長 ：全長   ５３６．９ｍ 
       荒川部４６６．２ｍ 
■架設 ：昭和４４年[１９６９] 
■管理 ：東京都 
■構造 ：７径間鋼トラス橋（荒川部） 
      ２径間単純活荷重合成鈑桁橋（綾瀬川部） 

 荒川（荒川放水路）の開削に伴い、京成押
上線の下流側に木橋の(旧)四ツ木橋が架けら
れていたが、交通量の増大や老朽化に伴い、
その下流側約100ｍの位置に現在の木根川橋
が架設された。 
 橋の両岸が堤防道路とT字交差点となって
いるのが特徴。 

【木下川と木根川】 
かつて「木毛川(きけがわ)」と呼ば
れた地域が、江戸時代に「木下
川(きねがわ)」と呼ばれるようにな
り、昭和７年の葛飾区の誕生の
際に「木根川」の地名になった。   

［葛飾区史より］ 
※なお、「木毛川」の由来は不明。墨田・
江戸川区では「木下川」の字も残る。 

【木下川排水機場】 
 木根川橋の下流1.5㎞（江戸川区平
井７）にある建設局の管理施設。 
 江東デルタ内の旧中川の水位・水質
を維持するため、24時間稼働して荒川
に排水を行っている。 
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木根川橋 開通式典 

木下川排水機場 



㋑橋 

■橋長 ：全長     ９３９．０ｍ 
      荒川部 ５６５．２ｍ 

■架設 ：昭和３８年[１９６３] 
■管理 ：東京都 
■構造 ：主径間）３径間鋼突桁式吊補鋼桁橋 
      側径間）７径間単純活荷重合成Ｉ桁橋 

 初代の葛西橋は、荒川（荒川放水路）の開削
に伴い、昭和３年[1928]に架設された橋脚が
木製の橋で、現在の葛西橋より約３００ｍ上流
側に架設されていた。 
 交通量の増大に伴い新しい都市計画道路の橋
として、現在の橋は架設された。 
 架設当時は都内最長の橋で、突桁式吊補鋼桁
という世界で初めての構造が採用された。 

【世界初の形式】：突桁式吊補鋼桁橋 
 地理的環境や景観を考慮し、主径間
の上部工は世界初の形式が用いられた。     
 模型による構造実験を行って設計す
るなど、新しい技術を積極的に採用し
ようとする時代であった。 

【完成】 
 着手から3年10箇月の歳
月を経て完成。 
 戦後荒川に架けられた四
ツ木橋、西新井橋に次ぐ３
番目の橋となった。 

主径間 鋼桁架設状況 

完成 （昭和３８年撮影） 
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■橋長 ：全長   １４８７．４ｍ 
      荒川部 ５２４．１ｍ 
■架設 ：昭和４６年[１９７１] 
■管理 ：東京都 
■構造 ：荒川部 
      主径間）３径間ゲルバー式鋼床版箱桁橋 
      側径間）４径間単純活荷重合成箱桁橋 

 初代の船堀橋は、荒川（荒川放水路）の開削
に伴い、大正13年[1924]に架設された都内
最長の木橋で、現在の船堀橋より約400ｍ下
流側に架設されていた。戦後も都内の荒川に最
後まで残る木橋であったが、交通量の増大など
により、新しい都市計画道路の橋として、現在
の橋が架設された。都道橋としては最長の橋で
ある。 

【旧船堀橋】(下写真） 

 大正時代からの木橋は、経年による
老朽がはなはだしく、幅員も狭いた
め、通行車両の荷重制限と一方通行
の制限を余儀なくされていた。 

【】 

【完成】 
 着手から3年８箇月の歳月を
経て完成。 
 荒川放水路の完成(昭和５年)
に合わせて架設された木橋は
すべて永久橋の鉄橋となった。 
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新橋の下部工完成（写真奥が旧橋） 

（旧船堀橋） 通行制限の状況 



東京都建設局の水門・排水機場 

東京都の東部低地帯を浸水の被
害から守るため、水門・排水機
場を常に良好な状態に保ち、非
常時には迅速・的確に運転操作
が行えるよう管理しています。 
 
そのための水門管理事業として、
江東治水事務所が各種の河川管
理施設の管理を行っています。 

【施設の種別】 
 ・水門管理センター 
 ・水門     １３箇所 
 ・排水機場    ５箇所 
 ・閘門(こうもん)１箇所 
 ・樋門(ひもん) ２箇所 
 
【施設の場所】 
 中央、墨田、江東、大田、 
   足立、葛飾、江戸川の各区地域内 
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河川管理施設の役割 
水門(すいもん) 
平常時は、内部河川への船の出入口
などとして、高潮発生時には閉鎖し
て防潮堤としての機能を果たします。 

閘門(こうもん) 
水位差のある箇所を船舶が運航でき
るように設けられた運河又は河川の
施設であり、二つの水門（前門と後
門）等で構成されています。前門と
後門とで仕切られた閘室内の水位を
変化させることにより船を通過させ
ます。 

北十間川樋門 内川水門 

内川排水機場 

樋門(ひもん) 
船の通行ができないような小さな水
門を樋門といい、主に水質浄化など
の取水口として用いられます。 

排水機場 
台風による高潮では大雨を伴うこと
が多々あります。このような時に水
門を閉鎖すると、その地域に降る雨
で内部河川の水位が上昇します。 
排水機場は、この水位上昇を防ぐた
めに、内部河川の水を外へ排出する
働きをします。木下川排水機場のよ
うに普段も稼動して、内部河川の水
位を低く維持させる働きを併せ持つ
ものもあります。 

扇橋閘門 
※【建設局HP 扇橋閘門】のページにて 
 [閘門の仕組み]などを解説しています。 
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http://www.kensetsu.metro.tokyo.jp/jimusho/chisui/jigyou/suimon/image/ougibashi.html
http://www.kensetsu.metro.tokyo.jp/jimusho/chisui/jigyou/suimon/image/ougibashi.html
http://www.kensetsu.metro.tokyo.jp/jimusho/chisui/jigyou/suimon/image/ougibashi.html
http://www.kensetsu.metro.tokyo.jp/jimusho/chisui/jigyou/suimon/image/ougibashi.html
http://www.kensetsu.metro.tokyo.jp/jimusho/chisui/jigyou/suimon/sisetu/ougibashi_drive.html
http://www.kensetsu.metro.tokyo.jp/jimusho/chisui/jigyou/suimon/sisetu/ougibashi_drive.html
http://www.kensetsu.metro.tokyo.jp/jimusho/chisui/jigyou/suimon/sisetu/ougibashi_drive.html


㋐水門 ■所在地：墨田区吾妻橋三丁目 

■河川名：北十間川 

■型 式：鋼製単葉ローラーゲート 

■規 模：門扉幅３m×2連 高さ2.0m 

■管理者：東京都江東治水事務所 

■完成年：昭和５３年度 

【河川情報】江戸時代に開削された運河で、墨
田川と中川(現在の旧中川)を結ぶ。この樋門から東
側の河川では、排水機場により水位を東京湾の満
潮面から約３ｍ下げて安全性を向上させている。 

枕橋とスカイツリー 

【沿川情報】スカイツリーの西約300ｍに位置
する。。北側には隅田公園があり、春の花見・夏
の花火大会は多くの人出で賑わう。 

㋑水門 

 
■所在地：江戸川区東葛西一丁目 

■河川名：新川 

■型 式：スライドゲート 

■規 模：門扉幅4m×1連 高さ2.7ｍ 

■管理者：東京都江東治水事務所 

■完成年：昭和５２年度 

【河川情報】新川は、旧江戸川から分派して中
川に至る延長約3.7㎞の一級河川で、江戸時代から
水上輸送路(塩の道)の要所として栄えてきたが、戦
後まもなくその役割を終えた。 

和船の乗船体験 

【沿川情報】川沿いには20種類、約720本の桜
が植えられ、春の花見や和船の乗船体験、散策、
釣りなどで賑わっている。 
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㋒水門 ■所在地：大田区大森東三丁目 

■河川名：内川 

■型 式：鋼製単葉ローラーゲート 

■規 模：門扉幅8m×１連 高さ6.0m 

■管理者：東京都江東治水事務所 

■完成年：昭和４４年度 

 （平成２８年度耐震補強工事完了） 

【河川情報】内川は耕作整理に伴い、大正６年
に現在の流路に付替えられ、海苔船の往来などで

栄えた。 
 

内川の沿道 

【沿川情報】内川の沿道は桜のプロムナードと
して整備されており、特に大田区開桜小学校前と
大森第八中学校前が花見のスポットとなっている。 

㋒水門 ■所在地：大田区大森東三丁目 

■河川名：内川 

■ポンプ型式： 立軸軸流20ｍ3/秒 

           （φ1700㎜×３台） 

■管理者：東京都江東治水事務所 

■完成年：昭和４４年度 

【沿川情報】近くには[ふるさと浜辺公園]があり、
大田区により人口海浜や人口干潟などが整備され、
磯遊びや水遊びができる。 
 

ふるさとの浜辺公園 
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①【窓口受付】                                       
  受付日時：平成31年 ３月 22日(金)～４月30日(火) 
       (土日祝日を除く、月～金曜日の10時～16時)   
  受付場所：東京都土木技術支援・人材育成センター２階 技術情報担当(橋カード受付) 
  住  所：東京都江東区新砂１－９－１５ 
  
  上記窓口にて、携帯電話・カメラなどで撮影した写真を提示（もしくは印刷した専用

用紙を提出）していただければ、カードと交換いたします。  
 

②【郵送受付】 ◆返送用封筒・郵便料金(切手)が必要となります。                   
  受付期限： 平成３１年４月３０日（火）まで（当日消印有効） 
  郵送宛先： 東京都土木技術支援・人材育成センター （橋カード受付） 
  住  所： 〒１３６－００７５ 東京都江東区新砂１－９－１５ 
  

 下記の２点（①②）を上記の宛先まで送付ください。 
  ①専用用紙(写真貼付)（折りたたんで封筒に入れてください。） 
  ②カード返送用封筒（定形郵便サイズ、郵便切手を貼付け） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
    

 
【ご注意１】返送用封筒には、必ず必要料金（※2）の切手を貼付けて下さい。 
【ご注意２】封筒にはカードの返送先の宛名と住所を記入して下さい。 
      専用用紙には連絡先（電話またはﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ）の記入をお願いします。  
     （封筒の不備(住所不記載・切手貼付もれ)があった場合などに連絡をお取りするため。 

      連絡が取れない場合、カードを返送できない可能性がありますのでご承知願います。) 

 
（※2）返送するカード３～４枚組の重量は約６～８gとなります。 

定形郵便の料金（切手代）は、（２５ｇ以内）８２円、（５０ｇ以内）９２円です。 
複数名分まとめて返送も可能ですが、まとめて返送する場合(封筒重量＋カード重
量)を計算の上、必要切手を確認の上で②封筒をご用意下さい。 

  （参考：切手82円では[封筒＋３枚組×３セット][封筒＋４枚組×２セット]まで。 
     上記を超える場合(ⓐⓑⓒ㋐㋑㋒全10枚など)は92円以上の切手が必要です。) 

お問合せ：東京都建設局 土木技術支援・人材育成センター 
          技術支援課  技術情報担当  ☎０３（５６８３）１５００ 

カード交換方法 

切 

橋カード 
お届け先 

[住所・宛名] 

 東京都 
[土木技術支援・人材 
 育成センター]宛て 

必要切手 

[氏名・連絡先] 

写真① 
 
 

写真② 

○○○○ ○○○○ 

①撮影写真用紙 ②カード返送用封筒 

＆ 

 
水門と 


